
令和８年度たかはた関係人口・人材循環推進業務 公募型プロポーザル質問回答書 
 
 
令和８年６月２３日 高畠町企画課 
      ※本質問回答書は、実施要領及び仕様書と一体のものとして取り扱います。  

 
 

【質問１】 
専門学生を含め、大学生がスタディツアーに、高校生がインターンシップに参加するよ

うな募集内容でも問題ないか。 
【回答】 

スタディツアーは高校生、インターンシップは大学生（専門学生含む）を想定していま
す。 
【質問２】 

KPIの「高畠町との継続的な関係構築」は具体的にはどの程度の頻度でどのような方を
想定しているか。 
【回答】 

年間3回程度の訪問や地域活動への参加等を想定しています。 
【質問３】 

KPIの「受入参画企業数」はインターンシップとスタディツアーの合計という認識でよ
ろしいか。 
【回答】 

お見込みのとおりです。 
【質問４】 

参加申請書および企画提案書への捺印は必要ですか。また、参加申請書の提出方法は電
子メールでも問題ないか。 
【回答】 

参加申請書への押印をお願いいたします。企画提案書への押印は必要ありません。紙媒
体とデータの両方を提出いただく必要がありますので、紙媒体は持参または郵送で提出し
てください。データは電子メールにてお送りください。 
【質問５】 

履行実績書（様式第３号）の「契約金額」及び「受注形態」も記載を必須とするか。 
【回答】 

原則として記載してください。ただし、契約上の制約等により記載が困難な場合は、そ
の旨を付記したうえで提出することも可能とします。 

 



 
【質問６】 

インターンシップとスタディツアーの違いは何か。 
【回答】 

本業務において、インターンシップは大学生が町内企業等における就業体験を主な目的
とした取組を想定しています。一方、スタディツアーは高校生が地域資源や産業、暮らし
等を学び、地域との関係構築を目的とした取組みを想定しています。なお、具体的な内容
やプログラム構成については提案事項とします。 
【質問７】 

「関係人口と企業の採用、就業体験に関するマッチング導線整理」とは実態把握や課題
整理等の調査業務の解釈でよいか。 
【回答】 

実態把握や課題整理を含みますが、それらに加え、関係人口と地元企業をつなぐ仕組み
や運用方法、情報提供手法等の整理・提案までを含むものとして想定しています。 
【質問８】 

関係人口向けポータルサイト要件定義書の内容において、不可欠な要素は何か。 
【回答】 

関係人口との継続的な関係構築や情報発信、企業との接点形成等を実現するために必要
な機能や運用方法を整理することを求めています。具体的な要件については提案事項と
し、業務目的を達成するために必要と考える機能等を提案してください。 
【質問９】 

「（４）関係人口と地元企業のマッチング体制構築業務」における「関係人口」は、貴
町が既存で取り組む内容との連動と整理して良いですか。新たな関係人口づくりの運用を
提案するべきか。 
【回答】 

既存の関係人口施策との連動を基本としますが、それに限定するものではありません。
既存事業との連携を図りながら、必要に応じて新たな関係人口の創出や運用手法について
提案いただくことも可能です。 
【質問１０】 

本プロポーザルにJV 形式での参加は可能か。また再委託の場合、制限等はあるか。 
【回答】 

JV方式による参加は可能ですが、各企業において、高畠町財務規則第108条に定める申
請を行っていることが必要です。なお、業務の一部について専門的知見を有する者へ再委
託することは可能としますが、大部分の再委託は認めません。再委託を予定する場合は提
案書にその内容を記載してください。 

 



 
【質問１１】 

KPI①「高畠町との継続的な関係構築に至った人数」について、どのような状態を継続
的な関係構築と判断することを想定しているか。 
【回答】 

質問２の回答を参照してください。 
【質問１２】 

本事業において実施する大学生インターンシップ及び高校生スタディツアーについて、
想定される参加人数や実施回数等はあるか。 
【回答】 

参加人数はKPI②へ記載しているとおり、10人を想定しています。実施回数について
は、各１回以上を想定しています。 
【質問１３】 

本業務に係る委託料の支払いについて、前払金制度の適用可否を教えてほしい。また、
適用可能な場合は前払金の上限額又は上限割合、支払時期等について併せて教えてほし
い。 
【回答】 

前払金については、高畠町財務規則及び契約条項に基づき対応します。適用の可否や
額、支払時期については契約協議時に決定します。 
【質問１４】 

実施要領「2. 参加要件 (3)」にある「高畠町財務規則第108条に定める申請を行ってい
ること」について、現在、高畠町の競争入札参加資格は有していないが、「資格審査結果
通知書（全省庁統一資格）」を取得している。本業務プロポーザルへの参加にあたり、上
記「全省庁統一資格」の保有をもって独自の資格に代えること、あるいは、受託候補者
（採用者）に選定された後に速やかに高畠町様への入札参加資格申請を行うことを条件と
して、今回のプロポーザルへの応募を認めていただくなどの特例措置は可能か。 
【回答】 

本プロポーザルへの参加にあたっては、高畠町財務規則第108条に定める申請を行って
いることが条件となっています。全省庁統一資格については、国の機関の資格となります
ので、参加資格に代えることはできません。また、入札参加資格申請について、随時受付
は行っておりません。 
【質問１５】 

現在形成されている関係人口について、既存の関係人口に関する属性や登録者数等のデ
ータはあるか。ある場合、受託者へ共有いただくことは可能か。 
【回答】 

関係人口として整理・集計したデータはありません。 



 
【質問１６】インターンシップ・スタディツアーについて 

インターンシップ及びスタディツアーについて、対面実施を基本と考えているか、オン
ラインを組み合わせたハイブリッド型も想定可能か。 
【回答】 

対面実施を基本と考えています。 
【質問１７】 

インターンシップ及びスタディツアーの実施にあたり、参加者の交通費及び宿泊費につ
いて、町として想定している負担の考え方（全額補助、一部補助、自己負担等）があれば
教えてほしい。 
【回答】 

現時点で町による補助は想定しておらず、参加者自己負担を基本とします。ただし、事
業目的の達成に有効な提案を妨げるものではありません。 
【質問１８】 

マッチング体制構築について、本事業において町が期待する「マッチング体制」とは、
実証的な運営体制の構築までを想定しているか、それとも翌年度以降の本格運用を見据え
た制度設計・運営方針の整理までを含むものか。 
【回答】 

翌年度以降の本格運用を見据えた制度設計・運営方針の整理までを含みます。 
【質問１９】 

ポータルサイト要件定義について、ポータルサイト要件定義の対象は、本事業で構築す
る人材循環モデルに限定されるものか、それとも既存の関係人口施策も含めた総合的なポ
ータルサイトを想定しているか。 
【回答】 

既存の関係人口施策も含めた総合的なポータルサイトを想定しています。 
【質問２０】 

成果の考え方について、KPI①「高畠町との継続的な関係構築に至った人数」につい
て、町として想定する定義（例：再訪、継続的な交流、就業体験参加、副業等）はある
か。 
【回答】質問２の回答を参照してください。


